
■
萩
組
・
山
口
教
区
慶
讃
法
要
（
ご
案
内)

■

現
在
、ご
本
山（
西
本
願
寺
）で
は
、宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
誕
生
八
五
〇
年

令
和
五
年
度
前
半
の
光
山
寺
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
の
慶

讃
法
要
が
勤
修
さ
れ
て
い
ま
す
。
萩
組
の
団
体

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

き
よ
う
さ
ん

参
拝
も
一
回
目
の
参
拝
は
終
了
し
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
に
は
二
回

★
光
山
寺
法
要

目
の
団
体
参
拝
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
参
拝
人
数
が
制

五
月
一
・
二
日
（
月
・
火
曜
）
春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
中
山
和
泉
師
）

限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
接
参
拝
に
は
空
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。
五
月
二
十
一

九
月
二
六
・
二
七
日
（
火
・
水
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
御
園
生
宣
尚
師
）

こ
の
度
、
旧
白
水
保
育
園
跡
地（
市
有
地
）を
購
入
し
駐
車
場
と
し
て

日
ま
で
勤
修
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、是
非
お
参
り
く
だ
さ
い
。さ
て
、萩
組
と
山

★
山
口
教
区
・
萩
組

整
備
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
法
要
や
お
彼
岸
・
お
盆
等
の
駐
車
場

口
教
区
で
も
今
秋
に
は
同
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
予
定
く
だ
さ
い
。

六
月

三
日
（
土
曜
）

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
三
千
坊
）
代
表
の
み

の
混
雑
時
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、
車
用
参
道
の
駐
車
場
区

◎
萩
組
・
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要

六
月

八
日
（
木
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

画
を
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
従
来
よ
り
駐
車
が
し
や
す
く
な

九
月
十
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
半
よ
り

六
月
未
定
日
（

）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
・
研
修
会
（
清
光
寺
）

り
、
乗
り
降
り
時
の
利
便
性
が
改
善
し
ま
し
た
。

場
所
：
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

六
月
一
九
日
（
月
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

旧
白
水
保
育
園
跡
地
は
市
有
地
で
し
た
が
、
法
要
等
の
時
に
は
、
一

講
師
：
児
玉
保
子
（
長
崎
教
区
））

七
月
未
定
日
（

）

萩
組
子
供
一
泊
合
宿

日
六
千
円（
一
台
三
百
円×

二
十
台
）で
借
り
受
け
て
い
ま
し
た
。昨
年

◎
山
口
教
区
・
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要

九
月
十
六
日
（
土
曜
）

萩
組
慶
讃
法
要
（
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

秋
、
萩
市
よ
り
競
売
公
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
入
札
・
落
札
い
た
し
ま

十
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
前
十
時
よ
り

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

再
開
計
画
中

し
た
。ま
た
、
雑
木
や
雑
草
な
ど
足
元
が
悪
い
状
態
で
し
た
の
で
、
舗
装
し

場
所
：K

D
D

I

維
新
ホ
ー
ル
（
新
山
口
駅
側
）

講
師
：
未
定

★
仏
教
青
年
会

同
上

広
め
の
車
両
区
画
の
白
線
を
引
い
て
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

■
仏
壇
じ
ま
い
・
墓
じ
ま
い
・
無
縁
共
同
墓
に
関
し
て
■

★
仏
教
壮
年
会

山
側
添
い
に
白
水
小
学
校
か
ら
の
下
水
管
が
通
っ
て
い
る
関
係
で
、
舗

近
年
、急
激
に
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。若
い
世
代
の
方
々
が
地
元
を

五
月
二
十
七
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

装
さ
れ
た
山
側
部
分
は
一
部
市
有
地
の
ま
ま
で
す
が
、
萩
市
と
覚
書
を

離
れ
る
た
め
で
す
。こ
の
為
、仏
事
が
継
承
さ
れ
ず
、仏
壇
じ
ま
い
、墓
じ
ま
い
の

★
仏
教
婦
人
会

取
り
交
わ
し
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

相
談
が
激
増
し
て
い
ま
す
。先
ず
、仏
壇
じ
ま
い
の
場
合
で
す
が
、お
宅
に
後
継

五
月
二
一
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

ま
た
、
白
水
小
学
校
運
動
場
か

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
で
違
い
ま
す
。
後
継
者
が
都
会

六
月
二
二
日
（
木
曜
）
午
前
八
時

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

ら
の
砂
飛
散
や
泥
水
の
流
れ
込
み

等
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
に
は
、小
さ
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
必
ず
礼
拝
用
仏

六
月
二
六
・
二
七
日
（
土
・
日
曜
）
婦
人
会
法
座
（
講
師
、
大
來
尚
順
師
）

防
止
の
為
、運
動
場
と
の
境
に
低
い

壇
に
入
仏
式
を
行
い
、
位
牌
や
過
去
帳
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
家
じ
ま
い
の

★
総
代
会

六
月
一
一
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

合
同

壁
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。し
か
し

場
合
で
、全
く
後
継
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合
、
仏
壇
じ
ま
い
勤
行
の
後
、
★
護
持
会

六
月
一
一
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

総
会
（
本
堂
）

な
が
ら
、白
水
小
学
校
へ
の
救
急
車

に
お
位
牌
や
過
去
帳
は
関
係
者
が
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

両
の
進
入
路
確
保
や
小
学
校
側
の

次
に
、墓
じ
ま
い
に
つ
い
て
で
す
。
必
ず
墓
地
管
理
者（
寺
院
や
市
な
ど
）の
規

五
月
十
三
日
（
土
曜
）・
六
月

十
日
（
土
曜
）・
七
月

八
日
（
土
曜
）

利
便
性
を
考
慮
し
、
一
部
壁
を
開

程
に
し
が
っ
て
墓
石
を
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
墓
石
は
墓
石
店
さ
ん
が
処
分
し

八
月

五
日
（
土
曜
）・
九
月

九
日
（
土
曜
）・
十
月

七
日
（
土
曜
）

い
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

て
く
だ
さ
い
ま
す
。ま
た
、必
ず
墓
じ
ま
い
勤
行
を
行
い
ま
し
ょ
う
。光
山
寺
納

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

す
。小
学
生
も
通
行
す
る
こ
と
が
予

骨
堂
等
に
改
葬
さ
れ
る
場
合
は
、萩
市
の
改
葬
許
可
証
を
持
参
願
い
ま
す
。

六
月
一
九
日
（
月
曜
）・
八
月
二
一
日
（
月
曜
）・
十
月
十
六
日
（
月
曜
）

想
さ
れ
ま
す
。ご
門
徒
の
皆
さ
ま
に

完
全
無
縁
と
な
り
光
山
寺
無
縁
共
同
墓
に
納
骨
希
望
の
方
に
は
、再
火
葬

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）
六
月
四
日
（
日
曜
）

は
駐
車
場
内
で
の
事
故
や
盗
難
な

を
し
て
、骨
壺
は
一
つ
に
纏
め
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
納
骨
時
の
費
用
は
、納

★
ヨ
ガ
教
室

午
後
四
時
四
〇
分
（
庫
裏
）

ど
に
は
充
分
に
ご
注
意
し
て
ご
利

骨
堂
購
入
と
同
等
の
永
代
経
懇
志
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
六
日
（
土
曜
）・
一
三
日
（
土
曜
）・
二
〇
日
（
土
曜
）

用
く
だ
さ
い
。光
山
寺
で
は
こ
れ
ら

尚
、納
骨
堂
を
維
持
さ
れ
て
い
た
お
宅
が
無
縁
と
な
り
、共
同
墓
へ
改
葬
す

六
月
三
日
（
土
曜
）・
一
〇
日
（
土
曜
）・
一
七
日
（
土
曜
）

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
こ
と
を
ご

る
場
合
に
は
、特
に
懇
志
額
は
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
開
催
■

《
念
仏
者
列
伝
》

小
林
一
茶
②
（
一
七
六
三
～
一
八
二
八
）

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選

小
林
一
茶
は
、
五
十
七
歳
の
時
、
元
旦
か
ら
暮
れ
に
か
け
て
の
一
年

●
お
経
の
練
習
会
（
旧
、礼
讃
の
夕
）五
月
十
三
日（
土
曜
日
）午
後
八
時
よ
り
今
年
も
！

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
除
夜
会
は

間
の
句
文
集『
お
ら
が
春
』を
著
し
ま
す
。最
も
幸
せ
に
包
ま
れ
た
時
で

「
正
信
念
仏
偈
」の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た「
お
経
の
練
習
会
」
も
今
年
で
三
十
三
年
目
と
な

大
晦
日
午
後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ

し
た
。そ
の
後
、
六
十
一
歳
の
時
、
妻
「
き
く
」
が
三
十
七
歳
で
亡
く
な

り
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
月

れ
ま
す
が
、
平
成
二
十
六
年
よ
り
鐘
を
つ
か

り
、
翌
年
三
十
八
歳
の「
ゆ
き
」と
再
婚
し
ま
す
が
、す
ぐ
に
離
婚
。そ
し

一
度
の
練
習（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）で
、お
経
本（
聖
典
）を
中
心
に
日
常
の
基
本

れ
る
方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、

て
、
亡
く
な
る
前
年
に
三
番
目
の
奥
さ
ん「
や
を
」（
三
十
二
歳
）を
迎
え

的
勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昼
間
開
催
を
願
う
声
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま

除
夜
会
終
了
後
の
新
年
の
お
勤
め
の「
修
正
会
」に
引
き
続
き
、富
く
じ

ま
し
た
が
、
六
十
五
歳
の
六
月
、
柏
原
の
大
火
で
一
茶
の
家
は
類
焼
に

ご
ん
ぎ
よ
う

し
た
の
で
、
六
月
よ
り
開
催
時
間
を
変
更
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、そ
の
際
に
は
改
め
て
ご
連

抽
選
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で

あ
い
、門
人
宅
に
身
を
寄
せ
ま
す
。

絡
し
ま
す
。お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
光
山
寺
に
て
用
意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申

一
昨
年
は
掲
示
板
発
表
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
末
は
約
五
十
名
の

十
一
月
八
日
柏
原（
新
潟
県
）に
戻
り
、同
月
十
九
日
土
蔵
の
仮
住

し
出
く
だ
さ
い
。
最
近
は
新
し
い
参
加
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
壮
年
の
方
、は
じ
め
て

参
加
者
の
中
、
富
く
じ
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。景
品
当
選
者
は
二
十

ま
い
の
中
で
中
風
の
再
発
で
亡
く
な
り
ま
す
。
法
名
は「
釈
一
茶
」で
し

参
加
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。（
お
申
し
込
み
は
不
要
・
無
料
で
す
）

名
で
し
た
。
尚
、
景
品
出
品
に
際
し
て
は
、
総
代
会
と
仏
教
青
年
会
よ

た
。
一
茶
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
四
月
に
娘
「
や
た
」
が
生
ま
れ
て
い
ま

●
光
山
寺
初
参
式

五
月
二
十
一
日（
日
曜
）午
前
九
時
半

り
、ま
た
福
引
き
抽
選
会
で
は
仏
教
壮
年
会
員
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

す
。

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り

た
。

一
茶
の
生
涯
を
概
観
し
て
み
た
時
、
決
し
て
家
庭
的
に
恵
ま
れ
て
い

初
参
式
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
も
五
月
二
十
一
日
光
山
寺
本
堂
に
て

■
ヨ
ガ
教
室
募
集
中
■

た
と
は
い
え
ず
、
十
年
に
わ
た
る
遺
産
争
い
、持
病
の
お
で
き
、
中
風
等
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
三
年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。仏
の
子
と
し
て
育

「
腕
は
あ
が
り
ま
す
か
？
」「
何
も
な
い
と
こ

終
始
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
当
時
の
俳
諧
の
世
界
で
の
軋
轢
と

あ
つ

れ
き

つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の
初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ

ろ
で

つ
ま
ず
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
実
生
活
で

相
ま
っ
て
、
苦
難
の
生
涯
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

で
す
が
、ど
う
か
ご
親
戚
等
に
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
申
し

ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
身
体
作
り
を
無
理
な
く
、

■
や
さ
し
さ
の
秘
密

込
み
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。尚
、お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ

ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
の
ヨ
ガ
教
室
で
！
ま
ず
は
体
験

父
を
看
病
し
て
い
た
時
（
三
十
九
歳
）に
書
か
れ
た『
父
の
終
焉
日

さ
い
。
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の
初
参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

か
ら
。

記
』に
次
の
言
葉
が
み
ら
れ
ま
す
。

●
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

（
詳
し
く
は
別
紙
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

五
月
十
六
日
「
父
の
本
復
う
た
が
ひ
な
し
と
力
を
添
る
人
は
詞
の
つ

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た「
親
鸞

■
関
東
エ
リ
ア
の
法
務
に
関
し
て
■

や
な
が
ら
も
う
れ
し
く
、
往
生
を
す
す
む
る
人
は
、
誠
か
は
し
ら
ね
ど
も

聖
人
鑚
仰
会
」
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門

住
職
次
男
の
啓
が
、
今
春
よ
り
東
京
で
就
職
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ

う
ら
め
し
き
。」と
、
父
の
病
状
が
悪
化
し
、
見
舞
い
に
訪
れ
た
客
が
こ
う

ひ

ろ

徒
に
限
ら
ず
、年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
、広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
勉
強
す
る
学
習
会

で
、長
男
・
次
男
と
も
に
都
内
在
住
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
エ
リ
ア
の
ご
門

述
べ
た
こ
と
、ま
た
父
の
死
後
、遺
産
相
続
争
い
の
す
さ
ま
じ
さ
、そ
し
て
、

で
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
昨
年
度
か
ら
は
、『
歎
異
抄
』を
正
し
く
学

徒
の
皆
さ
ま
に
は
土
曜
日
・
日
曜
日
な
ど
の
週
末
時
で
あ
り
ま
し
た
ら

遺
産
相
続
の
件
が
和
解
し
、
妻
を
迎
え
た
後
の
一
茶
の
心
と
を
比
較
し

ぶ
こ
と
を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。『
浄
土
真
宗
聖
典（
註
釈
版
）』が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、お

ご
自
宅
で
の
祥
月
・
法
事
等
の
法
務
に
対
応
い
た
し
ま
す
。た
だ
し
、
必

て
み
る
と
、
念
仏
一
茶
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、よ
り
一
層
の
仏
法
へ
の
思
い

持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、
開
催
は
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り（
次

ず
ご
希
望
日
に
対
応
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の
日
程
調

の
深
化
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

回
六
月
十
九
日
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）
整
の
ご
連
絡
を
頂
戴
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。
尚
、
築
地
本
願
寺
等
を
会

そ
の
後
、
五
月
二
十
一
日
、
父
が
六
十
九
歳
で
往
生
し
ま
す
。「
生
き

●
仏
教
壮
年
会

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
を
！

場
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
別
途
会
場
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

残
る

我
に
か
か
る
や

草
の
つ
ゆ
」と
の
一
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
尾
方
忠
久
）で
は
、本
年
度
の
総
会
・
研
修
会
を
五

ま
た
、県
外
エ
リ
ア
の
法
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
応
で
き
か
ね
る
場
合

妻
を
め
と
り
、
最
愛
の
子
ど
も
た
ち
の
夭
折
や
妻
と
の
相
次
ぐ
離
別

月
二
七
日
（
土
曜
日
）午
後
七
時
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
秋
に
グ
ラ
ウ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
帰
省
さ
れ
て
の
光
山
寺
で
仏
事
か
、
ご
自
宅
で
の
場

と
い
う
逆
縁
を
経
て
、
聴
聞
に
励
み
、
真
実
信
心
の
世
界
に
出
遇
っ
て
い
っ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会(

十
月
二
十
二
日
）を
開
催
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

合
に
は
他
の
真
宗
寺
院
に
代
行
し
て
い
た
だ

た
と
い
え
ま
す
。ま
た
、
柏
原
と
い
う
地
で
培
わ
れ
て
き
た
念
仏
の
風
土
の

か
ら
女
性
の
参
加
者
も
広
く
募
集
予
定
で
す
。ま
た
、会
員
相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
Ｌ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

中
で
育
て
ら
れ
、父
弥
五
兵
衛
の
信
心
に
生
か
さ
れ
て
い
っ
た
姿
を
通
じ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ「
光
山
寺
仏
教
壮
年
会
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
各
種
案
内
や
情
報
が
受
信

早
め
に
法
務
の
ご
相
談
・
ご
連
絡
を
頂
戴
い
た

て
、体
現
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
き
ま
す
。
仏
教
壮
年
会
の
皆
さ
ま
に
は
、以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
グ
ル
ー
プ
登
録
く
だ
さ
い
。

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第７９号） 光山寺新聞 ２０２３年（令和５年）５月１日（月曜日）


